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第４回 矢板市新庁舎整備検討委員会 会議録 
 

会議名 第４回 矢板市新庁舎整備検討委員会 

開催日時 令和６年 ３ 月 ２７ 日（水）午後２時～午後３時 

開催場所 イケポス池田キッズハウス（矢板市子ども未来館）２階 みんなの広場 

出席者 【委員】 

佐藤 栄治、大塚 孝徳、佐貫 薫、小林 冬記、福田 博光、 

斎藤 勝也（代理）、中嶋 加代子、村上 和雄、石﨑 五百子 

【事務局】 

矢板市総務課長、総務課管財担当 

AIS総合設計（株） 

議題 (１) 基本構想の目的と位置づけについて 

(２) 検討の経緯について 

(３) 庁舎施設の概要及び現状と課題について 

(４) 基本的な考え方について 

  

内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会 

 

２  委員長あいさつ 

 

３  基本構想策定支援業務の受託者紹介 

AIS総合設計㈱ 

 

４ 議題 

 

(１)基本構想の目的と位置づけについて 

(２)検討の経緯について 

(３)庁舎施設の概要及び現状と課題について 

(４)基本的な考え方について 

 

矢板市総務課 事務局より 

委員会資料を元に上記項目の基本構想案の読み上げを行った。 

 

以下委員からの質疑 

発言者 

矢板市新庁舎整備検討委員会 委員：（委） 

矢板市総務課 事務局：特記なき 
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（１）基本構想の目的と位置づけについて 

（２）検討の経緯 

・立地適正化計画の内容で庁舎に関する記載としてはどのようなものが

あるか。（委） 

→庁舎に関する記載を確認します。 

→最近できた計画でもあるため、内容を押さえておくこと。（委） 

・耐震診断を行ったのは庁舎本館のみか。（委） 

→庁舎本館のみです。 

・敷地や予算などはどこまで詳細に検討するのか。（委） 

→基本計画にて詳細を検討します。基本構想では概算程度を出し、方針

として最適なものを示していきます。 

・どのタイミングで敷地と予算の話が出てくるか聞かせてほしい。

（委） 

→基本構想については今年度から来年度に掛けて策定します。基本計画

以降の段階で詳細を検討していきます。 

 

 

（３）庁舎施設の概要及び現状と課題について 

・福利厚生について職員の労働環境を課題として明記した方が良い。

（委） 

→課題としては③に内容を包括していますが、委員会の同意が得られた

ので明記します。 

（基本方針１に追加する。） 

・議会に関する課題は挙げないのか。庁舎との統合や配置なども検討事

項に必要ではないか。（委） 

→現状は庁舎本館内にあり、課題が聞かれたこともないため、課題とし

て抽出していません。 

・現敷地は浸水区域であり、水害対策の設備等もないことが現状と課題

として考えられるが、それに関する課題等は記載しないのか。（委） 

→浸水の危険があることは、現状であり課題であるので記載します。 

（課題の項目に追加する。） 

 

 

（４）基本的な考え方について 

・基本方針６の「ランドマークとなる庁舎」は具体的に検討しているか。

過剰なデザインが想定されるような方針は避けたい。（委） 
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→基本構想では具体化は行いません。デザインは庁舎として誇れるもの

としたいという意図で記載しています。過剰なデザインを避けるため

「華美になりすぎない」という文言を入れています。 

・基本方針４の環境配慮と基本方針７の木質化によるコスト増は十分配

慮する必要がある。（委） 

→詳細は基本計画の段階での検討になりますが、コストバランスの配慮

は行います。 

・地下の活用の方針は挙げないのか。（委） 

→メリットとデメリットがありますので、階層やボリューム検討の際に

検討します。 

・第一回目の検討委員会で委員から栃木市役所の整備事例が挙げられた

が、今回は既存施設への庁舎入居の検討は行わないのか。（委） 

→実態としては、矢板市内に庁舎が入居できる既存施設が無いと考えて

います。 

・８つの基本方針で特に力を入れる方針はあるか。（委） 

→特に強調するものはないです。基本方針全てをフラットな状態で考え

ていく必要があると考えます。 

・検討事項例は最終の基本構想資料に掲載するのか。（委） 

→委員会資料にはわかりやすくするために記載をしましたが、最終版で

は掲載するものを整理します。 

 

 

５ その他 

 

 

６ 閉会 

 

 

 


